
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
背面側に配した平行な共通電極及び独立電極群と、前面側に互いに平行に配されかつ該背
面側電極群と立体交差する共通電極及び独立電極群と、該背面側電極群と該前面側電極群
との間に位置しかつ前面側空間と背面側空間をつなぐ穴を有する中間隔壁とからなり、主
として、該前面側空間に蛍光体層が設られる構造のメモリ型ＡＣプラズマディスプレイパ
ネルにおいて、
その１つの表示期間が全面書込期間と前面消去期間と書込期間と維持放電期間とからなり
、
該全面書込期間の全面書込放電を、該背面側電極群により、該背面側空間で行なうことを
特徴とするプラズマディスプレイパネルの駆動方式。
【請求項２】
請求項１において、
前記背面側電極群に印加される全面書込みを行なうためのパルスのほぼ１０μｓｅｃ以上
前の時点から該全面書込みを行なうためのパルスのほぼ１０μｓｅｃ以上後の時点までの
期間、前記前面側電極群を高い電位とすることを特徴とするプラズマディスプレイパネル
の駆動方式。
【請求項３】
請求項１または２において、
前記全面書込期間と前記書込期間との間に前面消去期間を設け、
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該前面消去期間で、前記前面側電極群に消去パルスを印加して前記前面側空間の消去を行
なうことを特徴とするプラズマディスプレイパネルの駆動方式。
【請求項４】
請求項１，２または３において、
前記書込期間では、書込セルに対応する前記前面側の前記独立電極と前記背面側の独立電
極に、ほぼ同位相で、ほぼ１μｓｅｃ～４μｓｅｃのパルス幅のパルスを印加して書込放
電を行ない、該書込期間中、前記前面側の前記共通電極を高い電位にすることを特徴とす
るプラズマディスプレイパネルの駆動方式。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、パーソナルコンピュータやワークステーションなどのディスプレイ装置、平面
型の壁掛けテレビ、広告などの表示装置などに用いられるメモリ型ＡＣプラズマディスプ
レイパネルの駆動方式に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来のＡＣプラズマディスプレイ装置は、例えば、特開平５－１８８８７７号公報に開示
されているように、その１つの発光表示期間が、全面書込消去期間と書込（アドレス）期
間と維持放電期間とからなり、全面書込みは前面側のＸ電極にパルスを印加して行なって
いる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、かかる従来の方式では、全面書込みを前面側の電極により行なっているた
めに、黒の表示、即ち、発光表示を行なわない場合にも、全面書込みによる発光があり、
黒が黒ではなくて灰色になるという現象が生じて、コントラストが低下するという問題が
あった。
【０００４】
本発明の目的は、かかる問題を解消して、コントラストの低下を防止することができるよ
うにしたプラズマディスプレイパネルの駆動方式を提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために、本発明は、各発光表示期間が全面書込期間と前面消去期間と
書込期間と維持放電期間とからなり、背面側に共通電極と独立電極とを互いに平行に配し
た構造をなして、背面側のこれら電極群により、該全面書込期間の全面書込放電を上下隔
壁で区分された蛍光体のない背面側空間で行なう。
【０００６】
各発光表示期間を全面書込期間と前面消去期間と書込期間と維持放電期間とに分け、該全
面書込期間の全面書込放電は、背面ガラス基板に配設された独立電極と共通電極とにより
、上下隔壁で分割された蛍光体のない背面側空間で行なわれるために、前面側に到達する
光は放電光の一部分だけで少なくなる。このため、前面側に到達する光が少なくなり、不
必要な光が減少するので、コントラストが向上する。
【０００７】
【発明の実施の態様】
以下、本発明の実施態様を図面を用いて説明する。
【０００８】
図２は本発明のプラズマディスプレイパネルの構造の一部を示す分解斜視図であって、１
５は前面ガラス基板、１６は共通Ｘ電極、１７は独立Ｙ電極、１８はＸバス電極、１９は
Ｙバス電極、２０は誘電体層、２１は保護層、２２は背面ガラス基板、２３は共通ａ電極
、２５は独立Ａ電極、２６は誘電体層、２７は保護層、２８は上下隔壁、２９は側面隔壁
、３０は中間層隔壁、３１は穴である。
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【０００９】
同図において、前面ガラス基板１５の下面には、透明な共通Ｘ電極１６と透明な独立Ｙ電
極１７とが互いに平行に設けられている。また、共通Ｘ電極１６にはＸバス電極１８が、
独立Ｙ電極１７にはＹバス電極１９が夫々積層されている。そして、これら電極は、誘電
体層２０とＭｇＯなどの保護層２１とで覆われている。
【００１０】
一方、背面ガラス基板２２の表面には、前面ガラス板１５の上記電極に対して直角方向に
共通ａ電極２３が設けられ、さらに、この共通ａ電極２３と平行に独立Ａ電極２５が設け
られており、これら電極が誘電体層２６とＭｇＯなどの保護層２７とで覆われている。
【００１１】
これら前面ガラス基板１５と背面ガラス基板２２との間には、これらの間の空間を前面側
（つまり、前面ガラス基板１５側）の放電空間（主放電空間）と背面側（つまり、背面ガ
ラス基板２２側）の放電空間（予備放電空間）とに区分する上下隔壁２８と、各表示セル
を隔てる側面隔壁２９とを有する中間層隔壁３０が設けられている。この中間層隔壁３０
の前面ガラス基板１５側には、放電時に発生する真空紫外線により励起されて発光する蛍
光体が塗布されている。
【００１２】
また、上下隔壁２８には、前面ガラス基板１５に設けられた上記の電極と背面ガラス基板
２２に設けられた上記の電極との間で放電させるための穴３１が設けられている。なお、
これら放電空間には、希ガスなどの放電ガスが充填されている。
【００１３】
図３は図２中の矢印Ａ方向からみたプラズマディスプレイパネルの断面図であって、３２
は上記の主放電空間、３３は上記の予備放電空間、３４は螢光体層であり、図２に対応す
る部分には同一符号を付けて重複する説明を省略する。
【００１４】
同図において、共通ａ電極２３と独立Ａ電極２５は、背面ガラス基板２２上、側面隔壁２
９の間に互いに平行に配置されている。そして、主放電空間３２側では、上下隔壁２８の
面と側面隔壁２９の面とに蛍光体層３４が塗布されており、予備放電空間３３には、螢光
体層が塗布されていない。
【００１５】
また、主放電空間３２と予備放電空間３３とを分ける上下隔壁２８に設けられた穴３１は
、独立Ａ電極２５の上方に位置している。
【００１６】
図４は図２中の矢印Ｂ方向から見たプラズマディスプレイパネルの断面図であり、図２，
図３に対応する部分には同一符号を付けて重複する説明を省略する。
【００１７】
同図において、上下隔壁２８に設けられた穴３１は、独立Ｙ電極１７の下方に位置してい
る。従って、図３からすると、この穴３１は、独立Ｙ電極１７と独立Ａ電極２５との交差
位置に位置している。
【００１８】
図５は図２における前面ガラス基板１５側の共通Ｘ電極１６と独立Ｙ電極１７との一部を
示す平面図である。
【００１９】
同図において、独立Ｙ電極１７が夫々独立しているが、共通Ｘ電極１６はそれらの一端が
全て互いに接続されている。
【００２０】
図６は前面ガラス基板１５側の主放電を行なう電極構造の一部を拡大して示す平面図であ
って、図２に対応する部分には同一符号を付けて重複する説明を省略する。
【００２１】
同図において、共通Ｘ電極１６の１つと独立Ｙｉ電極１７とで組をなし、１セルの主放電
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を行なう。また、共通Ｘ電極１６の他の１つと独立Ｙｉ＋２電極１７とで他の組をなし、
隣接するセルの主放電を行なう。
【００２２】
図７は図２における中間層隔壁３０の１画素分を拡大して示す平面図であって、３４Ｒ，
３４Ｇ，３４Ｂは螢光体、３５～３７はセルである。
【００２３】
同図において、隣接する３つのセル３５，３６，３７には、夫々赤，青，緑の光を発する
蛍光体３４Ｒ，３４Ｂ，３４Ｇが塗り分けられており、かかる３つのセル３５，３６，３
７で１画素をなしている。
【００２４】
図８は図２における背面ガラス基板２２側の電極の一部を拡大して示す平面図であって、
図２に対応する部分には同一符号を付けて重複する説明を省略する。
【００２５】
同図において、独立Ａ電極は夫々互いに独立しているが、共通ａ電極２３はそれらの一端
が全て互いに接続されている。
【００２６】
以上説明した構造の前面ガラス基板１５と背面ガラス基板２２とで中間層隔壁３０を挟持
して封止し、大気と放電ガスを置換してプラズマディスプレイパネルを構成する。
【００２７】
次に、本発明のプラズマディスプレイパネルの駆動について説明する。
【００２８】
図９は１枚の画像の表示期間に相当する１フィールドの駆動タイミングを示す図である。
【００２９】
１枚の画像の表示期間に相当する１フィールド期間は、図９（ａ）に示すように、８個の
サブフィールド４１～４８に分割されており、各サブフィールド４１～４８は、図９（ｂ
），（ｃ）に示すように、さらに、全面書込期間４９と前面消去期間５０と書込期間５１
と維持放電期間５２とブランク期間５３とに分割されている。
【００３０】
図１はこれら各サブフィールドにおけるプラズマディスプレイパネルの駆動波形を示す図
である。
【００３１】
図１（ａ）は背面ガラス基板２２に配置された共通電極ａ電極２３に印加される駆動波形
を示し、これは全面書込パルス１からなっている。
【００３２】
図１（ｂ）は背面ガラス基板２２に配置されて独立Ａ電極２５に印加される駆動波形を示
し、これは全面書込パルス２と書込パルス３とからなっている。これら全面書込パルス１
，２はほぼ同時に印加される。
【００３３】
図１（ｃ）は前面ガラス基板１５に配置された独立Ｙ電極１７に印加される駆動波形を示
し、これは規制パルス８と第２細線消去パルス５と書込パルス６と維持放電パルス７とか
らなっている。
【００３４】
なお、以上の書込パルス３，６はほぼ同時に印加され、それらのパルス幅はほぼ１～４μ
ｓｅｃである。
【００３５】
図１（ｄ）は前面ガラス基板１５に配置された共通Ｘ電極１６に印加される駆動波形を示
し、これは規制パルス８と第１細線消去パルス９と引上げパルス１０と維持放電パルス１
１とからなっている。
【００３６】
なお、以上の規制パルス４，８は、ほぼ同時に、全面書込パルス１，２のほぼ１０μｓｅ
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ｃ以上前の時点から印加され、全面書込パルス１，２のほぼ１０μｓｅｃ以上後の時点ま
で継続して印加される。
【００３７】
図９に示した各サブフィールド４１～４９での全面書込期間４９では、背面ガラス基板２
２に配置された独立Ａ電極２５に印加される全面書込パルス２と共通ａ電極２３に印加さ
れる全面書込パルス１とにより、予備放電空間３３（図３，図４）で全面書込放電が行な
われる。これにより、背面ガラス基板２２側の全てのセルの電荷の状態が均一化される。
この全面書込放電は、蛍光体層のない予備放電空間３３で行なわれるため、発光はガス放
電の放電光のみとなる。また、穴３１の部分以外では、上下隔壁２８により予備放電空間
３３が遮蔽されるので、前面ガラス基板１５側へ到達する光は少なくなる。
【００３８】
上下隔壁２８に設けられた穴３１を通って一部の荷電粒子が主放電空間３２（図３，図４
）へ移動し、これが発光表示の際の誤放電の要因となる。これを防止するため、図９に示
したように、全面書込期間４９に続いて前面消去期間５０が設けられている。全面書込放
電の際、規制パルス４，８により、穴３１から主放電空間３２へ漏れ出した荷電粒子は、
共通Ｘ電極１６と独立Ｙ電極１７の近傍に集められる。
【００３９】
その後、前面消去期間５０では、前面ガラス基板１５に配置された共通Ｘ電極１６に印加
される第１細線消去パルス９とこの第１細線消去パルス９よりもパルス幅が狭い独立Ｙ電
極１７に印加される第２細線消去パルス５とにより、前面ガラス基板１５側の全てのセル
の電荷が消去される。
【００４０】
この前面消去期間５０の次に、図９に示すように、発光表示するセルを規定するための書
込期間５１が設けられている。
【００４１】
この書込期間５１では、書込放電により発生した荷電粒子を有効に利用するために、予め
共通Ｘ電極１６が高い電位になるように、引上げパルス１０を印加する。その後、背面ガ
ラス基板２２に配置された独立Ａ電極２５に印加されるほぼ１～４μｓｅｃの書込パルス
３と前面ガラス基板１５に配置された独立Ｙ電極１７に印加されるほぼ１～４μｓｅｃの
書込パルス６とにより、書込放電が行なわれる。
【００４２】
その後、書込みが終了したときには、独立Ａ電極２５，共通Ｘ電極１６の順に低い電位に
戻され、維持放電期間５２へ進む。
【００４３】
なお、独立Ａ電極２５に印加される書込パルス３と独立Ｙ電極１７に印加される書込パル
ス６との電位差は、全面書込放電による荷電粒子の残余により、全面書込パルス１，２の
電位差よりも低くてよい。
【００４４】
図１０は発光させないセルの駆動波形を示す図である。
【００４５】
図１０（ａ）は共通ａ電極２３に印加される駆動波形である。また、図１０（ｂ）は独立
Ａ電極２５に印加される駆動波形であり、図１（ｂ）と比較して明らかなように、これに
は、全面書込パルス２のみがあって、書込期間５１で書込みパルス３が印加されない。
【００４６】
このために、図１０（ｃ）に示す独立Ｙ電極１７に印加される書込パルス６だけでは書込
放電が起こらず、荷電粒子が発生しない。従って、これと図１０（ｄ）に示す共通Ｘ電極
１６に印加される駆動波形とで維持パルス７，１１を印加しても、放電が起こらない。
【００４７】
以上のようにして、プラズマディスプレイパネルを駆動することができ、コントラストの
低下を防止できる。
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【００４８】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、プラズマディスプレイパネルを駆動し、前面側へ
到達する全面書込みの光を低減してコントラストを向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によるプラズマディスプレイパネルの駆動方式の一実施態様におけるサブ
フィールド期間の印加駆動波形を示す図である。
【図２】プラズマディスプレイパネルの構造の一部を示す分解斜視図である。
【図３】図２に示したプラズマディスプレイパネルの矢印Ａ方向からみた断面図である。
【図４】図２に示したプラズマディスプレイパネルの矢印Ｂ方向からみた断面図である。
【図５】図２における前面ガラス基板側の電極の一部を示す平面図である。
【図６】図２における前面ガラス基板側のセルの主放電を行なう電極の組合せを示す平面
図である。
【図７】図２における中間層隔壁の１画素分を拡大して示す平面図である。
【図８】図２における背面板ガラス基板側の電極の一部を示す平面図である。
【図９】本発明によるプラズマディスプレイパネルの駆動方式の一実施態様における１フ
ィールド期間のタイムチャートである。
【図１０】本発明によるプラズマディスプレイパネルの駆動方式の一実施態様における発
光しないセルのサブフィールド期間の印加駆動波形を示す図である。
【符号の説明】
１，２　全面書込パルス
３　書込パルス
４　規制パルス
５　第２細線消去パルス
６　書込パルス
７　維持放電パルス
８　規制パルス
９　第１細線消去パルス
１０　引上げパルス
１１　維持放電パルス
１５　前面がラス基板
１６　共通Ｘ電極
１７　独立Ｙ電極
２２　背面がラス基板
２３　共通ａ電極
２５　独立Ａ電極
２８　上下隔壁
２９　側面隔壁
３０　中間層隔壁
３２　主放電空間
３３　予備放電空間
３４　蛍光体層
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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